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次世代型健康づくりに関する考察と提案（その３）

TheStudyandProposalonHealthCareofNextGeneration（part3） 

～離島環境におけるアイランドテラピー活動の展開(人間の生命力･活力を倉llbだす）～

～ProspectoflslandtherapyinRemotｅｌｓｌａｎｄｓ“ｍｏｒｅlively，morevital"～ 
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｢健康が全てではない、しかし健康がなければ全ては無意味である」

－ショーペンハウエル－

1．雑木的状況

「人間は本来、健康であることが自然であり、健康になるために特別なことなど何も要らないは

ずである。自然にしていれば、おのずと健康になるようにできているはずである。（野I-1ll寺哉、繋

休操法創始者)」

しかし、いつのまにやら疾)丙が'三1常化し、私達のL'三活にとって圧｢I1iや病院などでの治耀（手術、

薬剤投与、各種の措置など）や薬剤（売薬）の仙Ⅱ]が当たり前のこととして受け止められている。

しかも、最近では医療費の急騰、特にｌｌｉＨ繁に行われた薬IlIliの切り下げにも関わらず、相変わらず国

民総|延療費の中で薬剤費の占める害||合は３割を越え、薬潰けの|延療が行われても文明｝iji（成人病）

が一向に減らず、私達は必ずしも健康を実感できるような状Dilではない。また、これにＩⅡえて各祁

の社会的費)Ⅱ（教育、柵祉、安今など）が急lⅢ、これによる財政のllIr迫が大きな問迦となりつつ

ある。

今までは機能、利便、'快適、安全を提供するものとして良いことづくめと想われていた科学:万能

主義による技術文明は、実は光の部分のみならず環境を破壊したり、健l菜に対しても害を及ぼすと

いうような影の部分もあるのだということが、ようやく私達にHl1解されてきた。このような'１]で、

妓近、人々に過度の物質的又'ﾘ1を避け、むしろ'二|然との共４１１の１１｣で心身ともに、ゆとりのあるＬＭＩｉ

を送り、人間本来の健康や生命ﾉﾉを取り戻したり、創り１１１そうという動きが出てきた。
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2．アイランドテラピーによりヴァイタルヘルスを

テラピーとは、元来治療を意味する外来語であるが、ここでいうアイランドテラピーとは、「恵

まれたわが'歪|の島のに|然環境や地域資Iiliiを活かして、国民一人一人が'二Ｉらの努力により、｜］己の

Ｌｌﾐ命力、活力を甦らせるための場や環境、手段を提供してゆくこと」を意味している。

島の環境（|斗然環境、社会環境など）に溶け込み、交流、共生することにより生命力を取り戻し、

心身ともにＬＩさ生きと健康になることをアイランドテラピーはＨ指すが、島の魅力、特性はどこに

あるかといえば、その環海性、一体性、隔離性というような地HI1的、地政的、地営的特性にある。

今までは、立地論は産業生産性や祁会性の視点からのみ考えられがちだったが、時代の変化と共に

発想を艇換すると、今までの欠点＝長所ということになる。したがって、烏の閉じた空'''1は、心皿

的に一つのアイデンティティを有した空lllとして来訪者に提示され、そのテリトリー（島）に入る

ことは、結界|人Iに入ることともなり、外来者にとり異質的な空lII1へとワープしたこととして受け''２

められる。一方、烏の住民にとり、外来者は、またとない交流の機会となる。そして、相互に異質

性を有して刺激し合うことにより、生体は刺激され、新たな'’むすび'，適応へと向けて、Lli命の展

開、発展が行われてゆくのである。差異ある所にエネルギーや活力が発Ltするのだ。こうして、か

つては島国根性と悪くいわれることもあったが、欠点は長所でもあり、アイランドテラピーは人々

に癒しと甦りを島での意識した、あるいは無意識のLIi活により、可能としてゆくのである。

’五|民の健康、ゆとり志向が高まる中で離島の有する海洋IlYli気候など恵まれたに|然環境を活川した

保養・療養（癒し）の活動として位置づけられるアイランドテラピーは、現在離島のおかれている

I村雌な状況、すなわち基幹産業である第１次産業の低迷などによる就業機会（若者に魅力のあるI職

場の確保）の減少から、依然として人'二1流出が続いている状態に対して、通常の企業立地は難しい

離島における新しい産業振興策として、あるいは離島観光の皿年化対策、長期滞在化、リピーター

のl曾加方策として、さらには国民の高齢者福祉の''１|i進の面からも、極めて有効であると考えられる。

アイランドテラピーは、離島地域における雇)Ⅱ機会の増加、Ｕ・Ｉターンの促進による活性化に

寄与することが期待されるのである。今までのu牡計画では、主として太平洋べルト地ＪＩＩｌ;を'１]心

に産業化がはかられた。その結采、この方il1iの地域社会には、至る所に均一化、規格化された無味

乾燥なミニ東京的な祁市化と環境破壊がもたらされた。アイランドテラピーは、決してこのような

大規模開発に走らず、その島の環境に見合った肢適のスケールを兄１１)して、施設や場の幣備を進め

てゆくことが必要である。むしろ、SmallisbeautifuLという発想が必妥なのだ。アイランドテラ

ピーでは、種々の自然療法（海洋、連動、ｌＩｌ１学、食f1ll、気候、ll1Zi地など）をできるだけ島にふさわ

しい素朴な形式で行い、身体的・精神的・社会的健尿づくり活動により、国民一人一人が「'１１１るく、

楽しく、たくましく」川三きてゆく（ヴァイタルヘルス）方策を梢築してゆくことが必要である。そ

して、アイランドテラピーにより、このヴァイタルヘルスを達成するには、「本人の理想を}|指す

努力、周囲からのサポート、’二|然の恵み」の三者が一体となることが前提とならねばならない。
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3．アイランドテラピーはl-l本独にＩのやり方で

私達日本人は、Ｔ１Ｔくから|ﾖ然を慈しみ、共にその'１Ⅱ季折々の恵みを分かち合う暮らし方をしてき

た。i(''１話Ⅱ寺代から伝承されている「みそぎ」や「はらへ」は、まさに/'三命の甦りを|=|指したもので

ある。海彦、山彦の話にあるように、かつての|=|本人の('１活は、海やｌｈの自然と深い関わりを有し

ていた。

しかし、米作中心の農耕が生活ﾊ(淵となるにつれて、人々は次第に平地の二'1地に縛られ、集落を

形成し、体制に取り込まれて生活するようになっていった。これらの過程について、柳llll到り)は、

｢例えば火狗を例にとってみても、今ff物語の時代の犬狗は魔物であったが、中'1t以来の天狗は

(道徳的となり）ほとんど武士道の粘髄を発lfliし、'，｜]'１１異人，，が体fIillに取り込まれていく様を示

した」としている。実は、柳'11は'二|本人の原風景（トポス）として、海の人と|||の人を典皿的な卜１

本人として、そのシンボルに選んだのである。この'三|本人らしさは、まず妖怪の世界（例えば天狗）

に表れているという。柳Ｈ１は自己を旅人として認i識し、「渚に立ってｉ１ｌ１を臨み、遠くから寄り来る

ものを迎えてみようとする考えがやまぬ」として、「'二|分にとって海が故郷への途であることを知

りつつも、なおこの烏の美しい姿を、岸を離れて振り返って臨むことが出来なかったのである｡」

と述べている。実は、わが'三１本では古くから、この海の彼方にはニライという海卜の浄土がある

と信じられているのだが…。柳田は、|｣|彦タイプだったのだろうか。さらに相lllI1は、「犬狗は愛壁

で111地的だが、フェアリー（妖精）は海洋的だ。’三|本はｌｌｌ国で、我々の祖先は米が食いたさに争っ

て平地に下った｡」とも述べている。Illlから俗への過程であろうか？いずれにしても、海と111とい

う二つの概念は、私達日本人の心に深く根づいている。その島の浜辺にたたずみ、７iI1を臨む人|Ｍ１を

シンボリックに示したのが、島|崎藤村の『椰子の実』である。私達｢I本人にとって、｜||、海、川の

流れ、滝、泉、天の１iII、酒と種々のキーワードがある１－|'で、特に海のような「水」が無意識のうち

に日本人らしさに深く関わりを持っている。しかし、米作農耕'1]心の生活は、いつしか海への道

を閉ざすと共に'11への道も閉ざした。鎖国は、その勢を－１国助腫し、江戸の庶民の息抜きの場は浅

草の蝋り場的なものとなってしまった。しかし、そのような中で人々は古くからの洲泉（湯治場）

の利)|]や「まつり」における情念の燃焼や蹄動と、‘`かため'，、“道行（みちゆき）'，といわれる

日常し|i活をはなれた“お遍路さん'，や“お伊勢参り，，、武者修行などの自己を見つめなおす長jUjの

旅行、あるいはお参りという短期の気分ll1jZi換や、各祁の季節の行平により日常の生活に工夫をして

節目をつけ、暮らしをゆとりある豊かなものにするような文化を椛築してきた。それらは、実は、

形式だけでなく、深い内在的な意味を持っていたのである。私達がアイランドテラピーとして１j･っ

てゆく活動は温故知新というが、このようなわが'１１の文化の伝統を踏まえて、そこに新たな着想を

加えて生命の甦りをはかってゆこうとする姿勢が、その根本におかれなければならない。

何故ならば、化命というものは、その誕生以来、常に辿続的であり、伝統的であるからである。

あらゆる4'三物は、海を起源として誕ﾉ]Ｉしたが、人ＩＩｌｌも例外ではない。生物は源始の状態に戻ること
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により、その生命力、活力を拙きだすことが可能となるのである。

このようにして自然の力を併りて円らの持つ|=|然治癒力を高めることを主体として、健康をつく

り上げてゆく取り組みは、わが'玉|だけではない。Ｔｌ〆はインドのアーユルヴェーダ（サンスクリッ

ト語で生命の科学の意味）やLI1lI<|の健康道、そして最近のドイツのクーア活動やフランスの海洋療

法（タラソテラピー）を主体とした活動は、特に優れたものとして注目されている。アイランドテ

ラピーは、これらを参考としつつも、わが圧|の烏の個性豊かなに|然や瓜三上を活かした新しい保養・

臓養活動を構築し、生命力と活ﾉﾉを雌らせる健康づくり活動であるといえよう。

４．１１１命とは何か？

現代の技術文明は、個々の技術がリンクした技術連関として発展し、巨大なシステムを形成した。

物質文明はこのシステムに依存して存在している。システムというのは、個々の要素が述挑を取り、

機能を果たすことにより、全体が柵成されている。これは機械化された'二場を見ればlllIらかである。

しかし、これは機械には当てはまるが、人ＨＩｌのような上'三命体には当てはまらないのである。何故な

らば、生命体は超（スーパー）システムだからである。この物的なシステム思考を人''１１のようなＬｌｉ

命休、あるいは生命活動そのものの表|}|であるﾈI会活動、|玉|家や文化、経済や言語活動にそのまま

Iijll1しようとした所に現代の技術又'ﾘ]のlIM題点がある。

生命の発生は、「ＲＮＡワールド」というＲＮＡが情報を持ち、'111媒機能（活性酵素）を持つこ

とから、最初の生命体は自己琳殖をするＲＮＡであるとの説が有力であるが、グレアム・ケアンズ・

スミスなどは、これらが生みllIされるに当たって鉱物の結,lil11の成長が寄与すると考え、１１１(機物の'二｜

己垪殖が長い|}寺ＩＨＩをかけて生物の始まりに寄与したとしている。「し'１命体は多様な要素を|=|ら作り

Ⅱ}し、その間の関係まで生み出すことによって増人し、複雑化とＦ１己組織化を行うシステムであり

単なるシステムではない、むしろ超（スーパー）システムと'1丁ぶべきものである（多ＩｌＩ寓雄)」こ

れは、さらに他の超（スーパー）システムを作り出す。脳ｲ''１総系、免疫系、分泌系などは、こうし

て複合化し、Ｌ'二命体、その集団社会、|玉|家、文化と発展してゆくのである。つまり、生命体の原I1l1

はシステムではなく、超システムであることが11Ｗされねばならない。

健康という概念を考えると、特に雨妥なのが代謝、ホメオスタシス、食物連鎖、社会性などであ

る。人間は与えられた環境の'|]で、外部環境の変化に巧みに適応してL'三命休を保持するように作ら

れている。しかし、人lIiの遺伝子椛成は、数千ｲ1利とほとんど変わっておらず、この数十ｲＩｉに発生

した激変ともいえる技術化した蝋境のに１１で、Lli命休を保持するUiiで極々の|木|難な状況におかれてい

る。それは現代の技術文|ﾘ]社会の/|i体への刺激がLil的、質的に過去数千年前と全く異なった状Jilと

なってきているからである。一般に次のようなことがいえる。

・LL体は量的、質的な刺激が多すぎると疲弊するか破壊される。
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・生体は鼠的、質的な刺激が少なすぎると、その器官の機能は退化する（退行性変化)。・生体は

刺激が適切だと、その機能が強化される。

生命体に、極々の物理的刺激を適切に加えると、その適応能ﾉノ（ホメオスタシス、免疫力）や連

動能力が向上し、生命体としての系の安定性が高まり、健康や体力のアップとなる。これらは一般

にオーバー・ロード・プリンシプル（過負荷の原理とスーパーコンペンゼーション）といわれてい

るが、今まで狭義に運動能力のみに１１]いられていた概念が広く生体に適川できることが、最近|ﾘｨら

かにされてきた（主としてウィルダー・ホルマンなどによる)。

5．自然療法としてのアイランドテラピーの目指すもの

現代社会は、技術を利用することが社会のF|的になっており、ニコマコス倫理学のような、ある

理想を追求する手段の選択肢として技術を選ぶのではなく、技術環境の利用自体が目的となってき

た。技術に人間が翻弄される技術文ｌＵ１（分lﾘ])、人間疎外（エイリネーション）の時代には、技術

により人lIiを復活するという考え方（技術ヒューマニズム）が必須である。それと共に人|H]の幸福

→自然の迷惑にならないような環境倫111的見方が必要になってくる。図表－１は、これを踏まえて、

これからの離島での魅力づくりを総合的に考えたものである。

次に生命体としての人間は、超（スーパー）システムであるから、今までの健康の概念として１１１

想であったバイオ（生物的）・サイ．（心ILM的）・ソーシャル（社会的）ヘルスといっても、これ

らの集積（足し算や掛け算的な考え方）ではなく、全包括的な一体化した健康の概念が、まず追求

されねばならない。図表-2は、バイオ・サイコ・ソーシャルヘルスと全体包括的健康の関わりを示

したものである。

これからの島の魅力：明治以降、脱Illi人欧で物質文'１Ⅱ刀能で進んできた日本だが、地球家政学

(グローバル・ハウスキーピング）ともいわれる、太共Lli・共fillll寺代、あるいはグローバル・ロー

カリゼーションの時代では、複眼的視点が必要である。島の魅力は、その地理的、地政的、地営的

視点から見て、環海性、隔離性、－体'|Zli（島、結界、テリトリー）にあるが、これらは発想の視点

により、プラスにもマイナスにもなる。'ＭＩ１的な胎内感覚（悪くすると島国根Ifk）をうまく利)Ⅱし

て、交流（異質性との出会い）による癒しが得られる所として、住民、ビジターや全ての人々や生

物の共有する大切な財産として持続する発股をI=|指してゆくべきである。日本の中でのポジショニ

ング、世界の中でのポジショニングを考鬘えよう。
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図表－１これからの離島の魅力づくり

○土台的魅力（必要だが、あればどうということもない、

しかし、なくては困る）

○社会資本的評Illi(公共投資的､都市基盤的､社会福祉的視点）

○合理的・計量的魅力

（利便、快適、機能、品質など客観的ファクターの集積）

○生活充足度的評価（ベター、ベストの視点）
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外的-世界（外挿、
アウタートレンド）

ゲゼルシャフト的

文明的、クールな魅力

れ
の
こ
島これからの

島の魅力

〕らの

|i力
世界へ雄飛

ＩＱ 
の ライフスタイル

(島ならではの）

ライフフ

(島なら

主客転換

欠点は長所

歌
馴

ｌ
ま[＞ 取
る
べ
き
進
路

ＥＱ 

１Ｍ｜ 

人Ⅲ

心1111'性

人'１１１１性

性
性

８
０
 

１
．
１
 

内的世界（求心性
倫理）

ゲマインシャフト的

文化的、ホットな魅力

ふるさと回帰

三Ｍﾄﾞﾙ的

魅力度

○`情緒的（エモーショナル）魅力（生きてて良かった､ホットな魅力）

○愛着的視点（オンリーワンの視点､ｌ１Ｉｉ－無二性）
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図表－２アイランドテラピーでヴァイタルヘノレスを

〔貴方は健康です〕
バイオロジヵルヘルス

〔健康な社会である〕
ソーシャルヘルス

JJJlLlLTTK 
社会的

健康

客観的

健康
整合性

経`営性

経済性

Ｗｌｉ 

ｆ性
機能性機

紅
健全包括的

腱康

川
康

Ｉ
 客観的評価

欠点は長所
得手に帆を

上げる

、一病息災人

j長所
帆を
上げる

息災人

ライフ

スタイル

ライ

スタ

心ＩＭＩ：心Ｈ 1性

主観的評価

主観的

健康

〔私は健康である（ありうる）〕

心HMI(Ｉｉも含めた本人の健康意識

サイコロジカルヘルス

人ＩＩｉ１は生きる意志、使命感、意欲を持つことで、初めてし'１命力・活ﾌﾞﾉの充足を得ることができる。

島の鵠かな自然環境により、Ｌ'三命の脈ﾉIiと処りを図ることがアイランドテラピーの１１}発点となる。

それは癒しから創健、そして意義ある人Lli（立命、アンビション）への道となる。こうした生き(I（

きとした状況が私達の'三1標とするヴァイタルヘルスである。

ホリスティックヘルスを得るには、烏の素晴らしい'二|然の中での統合化された人格の無我の境地

における交流（遊び→無我）や、自分の所作や心の動きを'二１分にとらわれずに自分から離れて凡て
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いる境地（いわゆる離見の見）といった心境が望ましい。このような状況では、エネルギー、物質、

'情報の一体化した生命の流れ（元）を味わうことができる。エネルギーの流れは、差異（ディファ

レンス）があって生じるものである。実は、物体（生命体）は、その究極の相では常に揺らいでお

り、揺らぐが故に共生が可能となるのである。〔共4k＝共振、交流〕、このメッセンジャーとしては

各種の刺激（薬物、電流、光線など物理的なものなど）があるが、これらを素直に受け止めること

が大切である。

「全ての事象は常に揺らいでおり、恒常的な安定状態はない。しかし、不安定だからこそ進化が

起こり、不安定な状態が存在するからこそ共Llz1が生じ、その共生現象によって新しい組織体が生ま

れる。（Ｉ・プリゴジン、ノーベル化学者)」人間は本質的に複雑系であり、リゾーム（地下茎）型

社会を形成しており、常にファジー（fuzzy)、暖昧さと揺らぎ（1/f,揺らぎ）の中にある。このよ

うな揺らぎを活用したセルフ・オーガナイジングが向然治癒力へとつながるのである。インドのヨ

ガでは、このセルフ・オーガナイジングを調息法で行い、心息身の一致を図っている。

6．アイランドテラピーの要素としてのタラソテラピーの効川

Ａ・タラソテラピーとは

タラソテラピーという言葉は、ギリシャ語のThalassa（海）とTherapy（治療）とを結びつけ

たもので、海に関連するいろいろな治療要素（海岸性気候、海水、海底泥、海草、海の動物など）

を利用して病気の予防や治療をはかる、｜]然療法の一つを意味するものである。フランスの医学ア

カデミーでは、「海洋気候の作川の中で、海水、海草、海泥を)|]いて行う治療」と定義している。

タラソテラピーの主たる療法は、図表-3に示すように11種の療法に分けられている。

タラソテラピーには2000年の歴史があり、古くはギリシア|I寺代の医学の祖であるヒポクラテスが

種々の病気の治療に海水１Ｍ浴を１１lいている。以後、フランス、イギリスなどで、リウマチ、痛風、

ﾈ１１１経病、喘息、皮膚疾A1A等の慢性疾患をはじめとして食欲不振、体力減退などにも効果をあげてい

たことが各種文献中に見られる。
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図表－３タラソテラピーの主たる療法

芳香療法

(アロマテラピー）

海水エアゾール

｜Ⅱ乗効果

心理療法

(サイコテラピー）

B、タラソテラピーの効果

海岸性気候や海水は、何故人体に有効な作用を及ぼすのであろうか？

このことについて人間は、太古の時代から直感的、経験的に海水は人間の病を治すのに効果があ

ると把握していた。そして、ギリシアのヒポクラテスがこれを既に行っていたことは前述した通り

である。現代では科学的研究が進み、医学的にも様々なタラソテラピーの効用の裏付けがなされて

いる。以下にこれらについて示す。

◇海岸気候の生体作川

海岸では内陸の場合に比較して兼礎代謝が増加することが実験により確かめられている。また、

食欲がi曽加し、胃液の分泌が高まることも観察されている。実際の海岸での大気浴では新陳代謝の

水準が高まり、肺の換気能が増すため、酸素消費は、250～400Ｍから400～700mlまでi曽加する。ま

た、酸素消費量は海岸大気の寒冷の度が強いほど高くなる傾向が見られる。この大気浴によって、

最小1m圧は５～15mⅢｇほど_'二昇する。111液循環は蝋んになり、分ＩＩＬ}1m液量は、100～150m11曽加し、

脈拍数も増える。皮層iliil度は胸、腹、背のように衣服下にあって外界から隠されている部分では

0.5～5.5℃くらい、外に||}ている薇iや手首では０１～3.5℃程度下がる。小児のⅡ因頭粘膜は海岸で

の滞在で治療前に比べて洲度が化昇する。タラソテラピーの結果、'111|頭と鼻腔粘膜での冷却後の温

度回復時IILlhlが短くなったという報告がある。また、病原フローラが減少するのも見られる。

アレルギーに関しては、小児Ali者の多くがInl中エオジノllMi粒球が、海岸滞在第１週ｒｌで治療前の

半分以下になる。
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自律神経系に及ぼす海岸性気候の影響をみると、ネ''１経の興奮状態は安定化し、興奮と抑制・弛緩

のバランスがよくとれるようになる。

その他、肺活量の増１１[１，利尿、大脳皮質の興奮と抑｛liUの平衡機能の強化、、液アルカリ予備の増

加、組織の再生能力の強化などが指摘されている。海水は、温泉医学的に見ると強食塩泉といえる

が、カルシウム、マグネシウムなども多く、アトピー性皮膚炎、慢性湿疹に効果があるといえる。

海岸では海塩粒子の他は空気は清浄で、アレルゲンなどの浮遊微細物がない。海岸の比較的温和な

刺激性気候と結びついて喘息などへの療養・保養地として重要視される。

これらの生体作用は、次頁に述べるそれぞれの要素の総合的な働きにより、タラソテラピーを可

能とするのである。

(1)海水

海水には塩化ナトリウム、塩化マグネシウムなどの無機塩のほか、蛋'二|質、糖質、脂質、生理活

性物質などの有機物質が含有されている。塩化ナトリウムは海水塩分の75％を占め、他の重要な成

分は硫酸塩と塩化マグネシウムである。また、士域の化学成分がⅡ|によって海に運ばれるため、海

水には地球の全ての化学的要素が見出される。）||の水が海の塩分地帯に達すると直ちに沈澱し、プ

ランクトンを始めとする生物を成育・繁殖させ、有機的、生物学的変化が果てしなく循環的に起こ

る。

また、海水には殺菌作用があるが、プランクトンの内でも特に植物性プランクトンが抗生物質を

産出して海水を清浄に保つことが分かっている。海水に入浴すると、皮膚に塩が付着して体温放散

が妨げられるため保温効果が長く続く。また傷の治りを早める効果もある。

さらに、いずれかの要素が欠如すると重大な疾病を起こすという人間の多くの体液やリンパ液な

どの組成は海水の組成と類似しており、また、人の111漿の構成成分は海水のそれと同じ比である。

これはかって生物は海から生まれ、人へと進化したことの証である。

(2)海風

一般に海岸緬域では湿度は高く、風速は比較的大きい。また海と内陸の熱容量の差から日中は陸

に向かって海風が|次ぎ、夜になると梅に向かって陸風が|次ぐという特性を有する。したがって海岸

領域では人間は、日中は清浄で塩分を十分含んだ海塩粒子に富んだ海風を受け、夜は森林由来の揮

発性芳香‘性テルペン系物質などを含んだ陸風を受けることになるが、この海陸風は定期的に交替す

るので快いリズム'性の刺激を生体に与える。

海上では大気中に浮遊している混濁粒子が少ない。また、離島においては'11や草原、森林からの

植物性プランクトンやアレルゲンもほとんど検'1)されない。したがって、花粉症や喘息などのアレ

ルギー疾病の者にとっても'快適なLlﾐ活環境となる。
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(3)海塩粒子

海風には、海水に含まれている塩分が海水の泡の破裂によって空気'１]に郷い上がってできた海;塩

粒子が含まれる。１０ミクロンくらいの大きな粒子とそれよりはるかに小さい微小水滴とが空気中に

'1}て、この微小水滴が風により内陸遠くまで迦ばれていく。海風が強ければ空気中の垢分は多くな

る。しかし小さな島であってＭｉ岸線から少し陸地に入ると空気中の堀分戯は急速に少なくなり、

１００ｍで40％くらいになる。特に比重の大きいものは汀線から離れると急激に減少する。したがっ

て、Ｌ'三体が海洋'|Ｍ}塩粒子による療養効采を-|分得るためには、海岸の打線の近くに滞留する必要

がある。ただ、定住する場合はマイルドな効果のほうが環境としてよいため、海岸線から800ｍま

での圏内を選ぶことが好ましい。海塩粒子は'１乎吸により気道、llilj胞に入り、術環器系統に人って反

応するほか、皮膚の表面に吸着して生体に作１１付る。この粒子の成分は、海水と比べてミネラル微

蹴元素は同じだが、ナトリウムとカリウムの含有比率は逆転する。

このように海水のエアゾールは一種のアロマテラピーとしても作１１]し、その他にも１１１状腺の働き

の調整、111液・ﾈ''１経・ホルモンの調整、解赤効果などの多くの作用が認められる。

さらに、海岸の窄気にはヨードが多く含まれている。欧州の気山についてその特性を見てみると、

海洋気団では１㎡中に0.47、大陸気団では0.017で、海洋性の方が40倍も多い。海岸の空気にヨー

ドが多いのはヨードを多く含んでいる海ｒｉ１[類の分解がlMilんなためであるが、ヨードを含んだ地域は

それほど広いものでなく、６km以｣二海岸から離れるとほとんど内陸とlTil等の濃度となる。このよう

な化学的物質は、呼吸器系、循環器系、Ｉ|[[液成分へプラスの影響を与える。

(4)空気イオン

空気イオンは空気中の浮遊微粒子に帯電したものであり、その連動度によって大・中・小の３種

に分けられる。海岸近くでは内陸に比べて小イオンが多い。fli気伝導度も小イオンの数に比例して

海岸の方が大きい。大イオンの数は内陸の４分の１，祁会の10分の１である。

また、一般に滝や早瀬のような水の砕け散る場所の水iiliでは、まわりの空気は正イオンから負イ

オンに変わるが、海水の場合は端を含んでいるため純水とは逆に帯電し、水滴面では正イオンに、

近接した空気層では負に帯電することになる。したがって、磯の波の砕け散る海岸の空気は正に淵；

電している。この空気イオンは|=|律ﾈ''１経に作llIしていると考えられている。

(5)海岸における景観

海岸におけるどこまでも広がった海m1i、水平線、砂浜ののどかな瓜最や岩礁の波しぶきが飛ぶ風

景は、日常の都会のストレスのある風景とは全く異なる。常Ⅱ寺動く'二|動''１等の交通機関や、キラキ

ラ光る照明やブラウン管、液,ｌｉＩ１,等のように眼にチラツキを与えるものがない。また、人口密度が低

く、人間によるストレスも少ない。ヒンターランドの緑地（草地や森、林）もやすらぎ感を与え、

これにより人間の心理がリラックスすることに大きく貢献する。大１Ｍ三lLLI1学的にいえば、脳波のａ
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波が１１１やすい環境である。タラソテラピーにおいては心lL1I1的側iiiから、ストレス解消、健康増進を

支えるものである。

(6)海草・海泥

海を土壌にして成長した海藻類は、人の$lll胞に類似した構成をもち、海水中とほぼ|司等の活性成

分を含む。さらに消化酵素であるジアスターゼや多種のビタミン、アミノ酸、炭水化物、脂肪、葉

緑素、粘物質、ヨードなど生体に大切な成分を含むもの、殺菌性、抗菌性に優れたものや脂肪を代

謝させるなどの特質を有するものもある。

海泥は、海水中のミネラル、微型元素成分、海洋の動物と植物が変形して生じたもの、海岸の１１

壌崩壊成分などから成る。これらはパック療法として用いることもできる。この場合、ミネラルが

パックにより経皮吸収で体内に浸透し細胞のﾘｲ生を促す。

7．アイランドテラピー活動実施１，ポイント

'二1然環境の保全に細心の注意を払うとともに、これを積極的に活川する。

オープンスペースの確保（活動空ⅡⅡの整備)。場の1M：保と行動ネットワークの整備

気候や海水（水）、柵（鉱）泉、述動などと健康増進との関係を正しく理解して行ってゆく。

施設、および周辺を含めたトータルなランドスケープデザインの配慮

治療法は海水（水）、ILl1学、連動、食餌、気候を活)|]し、時間．空間の過ごし方に、いわゆ

るアイランド･ライフスタイル（簡素、｜÷|然との触れ合い、人illIとのiil1uれ合い、生物の触れ

合いなど）を提示

既存の治療的活動のみにとらわれず、広くこれからの各祁ニーズやウォンツに対応したアク

ティビティの追加（脱ストレス、気分11玉換、保養、ファッション、スポーツ、技術、文化、

異体験、趣味、学習など）

地域振興的立場から持続ある発展（サスティナブル･ディベロップメント）が可能で、バリ

アフリーやノーマライゼーションの可能なもの

◇
◇
◇
◇
◇
 

◇ 

◇ 

8．海外における先進事例

Ａ・ドイツ

Ａ１ペルヴォルム島

シュレスヴィヒ・ホルシュタイン州に届する北フリースランド諸島（北フリージア諸島ともいう）
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で４番目に入きい島。海洋療法で著名なジルトの南方にあり、海域的には似かよっている。デンマー

ク|宝|境に近い北海に面したフーズム市から北西28kｍ１１１に位置しており、本土からはノルトシュトラ

ンドまで車で行き、フェリーに乗って45分の場所にある。島の海抜は海面下となっており、lliih中の

ような防波堤（高さ８ｍで総延長28km）に取りlJHまれている島である。島の主な産業は農業（牧畜）

と観光業で、その他には自給自足程度の漁業も尚まれている。また、島全体が国立公園に属し、環

境保全に対しても、北フリースランド自然保護協会を'二''心に相当な取り組みが見られる。産業廃棄

物は原則として、本土に持ち帰ることになっている。

mIi積37M1、人口1200人で、年間20万人の宿泊客（延べ数）があり、平均11日間滞在する。烏のベッ

ド数は2000ある。プライベートの保養客が多く、家族連れや40～50代が中心で高齢者は少ない。客

のターゲットは北ドイツを中心に努力しているが、ノルトラント・ウェストファーレン州、ライン

ラント・ファルツ州、バーデン・ヴュルテンベルク州のlllfiで多くなっているのが現状である。シー

ズンは３月～10月で、イースター、クリスマス、新ｲIﾐにも客は若干来るが、全体的に11ﾉ]～２)]は

オフシーズンとなっている。サービスの面では、客に対して、アンケートを随時行い、常にサービ

スの質の向上に努めている。それに伴って、リピーター客が多く、常連客に対しては表彰すること

にしている。ＰＲとして、年４回の機関紙を年２万'''１発行している。

ペルヴォルム烏は、1978年にクーア・オルトに認定された。クーア・センターは港の近くにある。

屋内プールと、屋外プール（いずれも洲水)、休息ラウンジ、読書およびテレビ室が整備されてい

る。メインのクーアは海洋療法と気候の適度な刺激である。島周辺の湿地帯は散歩や静養に適して

おり、厳しい自然保護下にある。クーア客については、保険を利用しての滞在ではなく、に1己負担

で来ている人がほとんどである。効能など詳細については、以下に示す通りである。

効能：心循環器障害、１１[管障害、呼吸器疾病、小児の各種疾病、皮膚)丙、虚弱体質

クーア施設･処置･応用：屋外プール、屋内プール、サウナ、人工太陽、クーア・センター、

クーア処置室、コミュニティセンター、ハイキングコース

治擦浴として：海水泥浴、クナイプ療法、医膿バス、吸入セラピー、呼吸セラピー、

病人および癒しの体操、クラシックマッサージ、カイロプラクティック

文化・スポーツ．：海水浴、水泳、散歩、レクチャー、遠足、クルージング、読書、チェス、

エンターテイメント屋外ボーリング、ミニゴルフ、,馬車ドライブ、子供の遊び場

また、観光センターの機能は、ビジターセンターと住民サービスの双方を兼ねるものとなってい

る。機能の一覧を以下に示すと：

－ＰＲ活動、セールスプロモーション、インフォメーション、アドバイス

ーゲスト、ビジター、部屋を借りている人に対するサービス

ー観光施設の管理

一行催事（イベント）の実行、クラブのマネージメント

－２５－ 
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－関連機関との交流拠点

（部屋仲介所、州観光連盟、州観光公社、北海浴場連盟、行政との連携etc）

概要くぺルヴォルム島＞

Ａ-2．サンクト・ペーターオルディング

シュレスヴィヒ・ホルシュタイン州の北フリージア諸島南部の半島に位置しており、西側のドイ

ツの海岸部のlllii-の硫黄泉である。ここはドイツでも10大クーア・オルトの一つとなっている。温

泉地は345ヘクタール以上もの森林に囲まれている（これは北海沿岸では極めて珍しい)。周辺は

森林の発達した中に砂丘、草原、湿地帯（浅瀬）が分布している。砂浜は12kmにわたり、そこに４

つの海水浴場がある。どの海水浴場にもレストラン、管理人室とトイレを備えた建物が高床式で、

杭の上に乗せられるように作られている。これはサンクト・ペーターオルディング独特のものであ

る。また、裸体主義者（ＦＫＫ）のビーチもある。４カ所の内、３カ所は駐車場があり、車の乗り

入れが可能である。周辺に約100kmのワンデルングコース（散策道）がある。

人口4300人（他に別荘などの住人3100人)、ベッド数は約18000である。年間延べ宿泊数210万人で、

週末ビジターも年間60刀～80万人ほどいる。プライベートでの保養客が多いが、ここでは健康保養

客にＩⅡえて、健康的な体|暇バカンスを楽しむ人も取り込むシステムが成功している。利用圏はドイ

ツ全土であるが、特にノルトライン・ウェストファーレン州とバーデン・ヴュルテンベルク州が多

い。これに対し、週末圏ではシュトゥットガルト、ハノーファー、ドルトムント、ハンブルクの１１頂

で多く、シュトゥットガルト以外では、北ドイツの周辺地域となっている。シーズンは３月～１０)ｊ

で、この間の稼働率は実に80％にもなる。

このように、経営的に問題もなく成功をもたらしているのは、自治体に属している特別法人のクー

ア活動運営団体（クーア・センター）のﾉ〕が大きい。これは100％自治体'１１資の独立法人だが公社

のような'性格で、クーアタックスの１日大人１人４マルク（１マルク＝701Ⅱ）もここの収入となる。

クーアディレクターのパウルセン氏は、クーア・センターの売上は年14億円だという。従業員は

－２６－ 

浴場のタイプ 海水浴 人’二１ 約1200人(1994年）

標高 ０～20ｍ べ ツ ド数 約2000（1994年）

宗教 プロテスタント（福音教） クーアシーズン 通年（１月はやや厳しい）

レンダル 自転''1、ピーチ・ケ ジ クーアタックス ３ドイツマルク（約2001']）

費用負担 通院クーア（[|己負担がメイン） 名所･見どころ |専物館



次世代型健康づくりに関する考察と提案（その３）

160人で、この内100人は正社員で、６０人がパートである。センターでの活動はテラピー、プール、

テルメ、ビーチ、日光浴111ケージやパラソルなど全てに及ぶ。また、公園や駐車場、ビーチなども

センターの符理下となっている。

また、クーア・センターや1200床を有するクリニックがあるため、通院者も多い。通院者は１１三1

400～500人である。現在、ソフトメディスンとしての戦'１塔で、端1耐If泉の活用をはじめ、泥土（シュ

リック）パック、海水、気候療法に軍きを置いている。センターのビジョンとして、「健康・ウェ

ルネス・ビューティ・フィットネス」の４分野を開発することとしている。効能など詳細について

は、以~ﾄﾞに示す通りである。

効 能： 心循環器障害、Illl管障害、慢性の'1乎吸器系疾)ij5i、小児；内、皮膚病

連動器の慢性障害、虚弱体質

北海の気候、海水浴、温泉浴、運動浴、吸入（吸入室)、泡沫浴、泥北浴およ

び泥土パック

クーア・センターでは、｜=|然際法、サウナ、Ⅱ平|攻体操、病人体操、各liiiiマッ

サージ（リンパ、水中、結合式など)、水治雄、各種医擦浴療法など多'二|的

な機能を有している。最新式のテラピールームにllllえ、休息室、読書室、飲

泉室、ラウンジ、各種プレイルーム、サナトリウム（通院者用、入院患者

用）が備えられている。連動浴プールは海水を利１１]している（32℃)。この

他、整形外科的に行う運動浴プール、海水造波プールなどがある。温泉医は

12名、歯医者２名、薬局２軒となっている。

民俗音楽、フォーマルイヴニング、ダンスパーティ、映画、その他各祁のイ

ベントがある。クーア・センターでは、年Ｉｌ１ｉｌ約600のイベントを企画してい

る。その内、130のイベントは冬j011111である。スポーツについても、釣り、ボッ

チャー、ハイキング、レンタサイクル、グライダー、ゴルフ、ジョギング、

ミニゴルフ、乗Mj、射撃、水泳、サーフィン、テニス、トリムコース、砂州

のハイキング、裸体主義者のプログラムなど、多様なプログラムが組まれて

いる。遠足（エクスカーション）では、遠くはデンマークや飛行機でヘルゴ

ランド島へも行ける。また、遊覧飛行も行っている。多様な可能性が大きな

魅力となっている。

ｸｰｱ施設･処置･応用

治擦浴として

文化・スポーツ・

エンターテイメント

(目''１時'''１プログラム）

また、いくつかの施設の利川を示すと、

◇体操川プール（築１５１１１）：水深135ｍ、３２℃、海水オゾン減Ｉ榮i、２ｋｍ先からリ|水。

◇海水吸入室：１日400人利)'１可、シュノーケル方式、１回10～30分吸入する。設備は股新の

もので1基50万|リ、総額で4000万円。

－２７－ 
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◇造波プール（築25年）：３２℃、泳ぎ出し口がある。

◇泥土（シュリック）:パックとして利１１]・イ1ﾐＩＩＵ約8400万''１の売上。コンピューターで品質情理。

◇泥土ベット：１０基のベッドがある。１ハ《あたりの設備費は約200万円である。

◇マッサージ：１時間に３人の割合で行っている（各jlWiマッサージが可能である)。

この他、何から何まで設備が整っているのには感心した。に|然のビーチとは異なって、クーア施

設はヘルスアップのための工場のような印象すら受けた。

概要くサンクト・ペーター・オルデイング＞

Ｂ・ギリシア

1981年の時点で既に３次産業40.3％で、２次産業と１次1産業が各々30％程度を_L|回1る゜ｉｉｉ耕地が

|玉Ｉ士の１／4にlIl1えて分害Ｉ相続により、零細経営（１人あたりO56ha)。良地はタバコ、綿花、かん

きつ類にあてられているため、大蔵の小麦をlliiii人している。乾燥に強いオリーブ、ブドウは1上妥な

輪１１}品である。羊や|｣｣羊の放牧Ｍ１ｉんだが、'五|内需要程度である。現在の某幹産業は海運、観光、

移民送金、外資導入である。最も成長が高いのは観光である。最近は外資の進ｌｌＩも著しく、ペロポ

ネス半島にはドイツ資本の進111が著しい。国民経済は、アメリカ、ＥＵ、ＯＥＣＤなど西IIllとの連

携が強い。資源的には、近年、エーゲ海の石１１１１が話題となっているが、鉱業についてはクロム鉄鉱、

ボーキサイト、褐炭から大理石まで各穂川蔵しているが、そのljl]発は必ずしも充分ではない。

ギリシアの島のリゾート活動の素晴らしい点は、ギリシアにはドイツのような立派なクーア（保

養・療養）の施設や指導者はいないということである。しかしながら、人々は本当に楽しそうにL'三

活を楽しんでいる。「学ぶものは好むものにしかず、好むものは楽しむものにしかず」というが、

}ﾘ]るい太陽、のびのびとした雰lilIl気、|湯気で人のよいギリシアの人々が織りなす素晴らしいリゾー

ト環境は、これらを_'二|ロ|る゜ギリシアの島の限りなく透''11に近いブルーの空の色、トルコブルーの

－２８－ 

浴場のタイプ 海水浴、硫黄泉 人口 約4300人(1994年）

標高 ０～20ｍ ベ ツ ド数 約18000（1994年）

宗教 ﾌﾟロテスタント クーアシーズン オールシーズン

レンダル 自転車、ピーチ・ケ ￣ ジ クーアタックス ４ドイツマルク（約300円）

費用負担

自己負担通院者､クーアクリニック

(健康保険)、各種保険（Ａ○K，

BFA,差額保険)、適用可能施設

名所･見どころ 郷二上博物館



次世代型健旗づくりに|奥Ｉする考察と提案（その３）

海、そして白Iliの陰影の濃い建物は、人Ⅱ'１の心を清らかに|ﾘ]るくして、ＩＥ常な'情緒をもたらすので

ある。爾典なのは機能万能北義でなく、ナチュラルマインド（アンドリュー・ワイル）であること

が認識できた。ＩＥ規医学のみにとらわれず、｜]然療法（ナチュラルメディスン）を行い、ナチュラ

ルマインドをもっと活用してゆくことが、これからのわが圧|の|央学でも必要であるとの印象をギリ

シアの事例を見て有した。

Ｂ１コス島

小アジア海岸やトルコのポドルム（ハンカルナソス）に近いこの１１巴沃な島は、ドデカニサ諸島の

111ではロドス島に次いで大きく、ilil暖な気候と美しい風景に恵まれ、古代の遺物や1315ｲ'三から1522

ｲ|主までこの島の所有者だったロドス騎二khllDfZi残のものが数多い。この島の人口は約20350人。長

さ45km、lllm11km、lIIi積290kliの烏で、肢高峰は標高846ｍである。降水量は多く、水源も幾富で、穀

物、野菜、スイカ、かんきっ蛾、ぶどうを産し、養鶏も行われている。

島への交通は、飛行機がアテネから毎'１２～３便（冬はｌ～２仙)、ロドス島から週に２～３便

１１}ている。船はピアレルからフェリーが、夏には毎日11}航（冬は６～７日毎）しており、所要約１４

時'''1で夜着（パトモス、レロス、カリムノス各烏経由）となる。ロドス島からのフェリーは、夏に

は毎日１１}ており、所要４時''１１である。原IIllとして、夏はトルコのボドラムとの間に連絡船がある。

年ⅡH人込み客は55万人（廷宿泊数)。多くがドイツ人、イギリス人で、ベッド数は７〃床、平均

滞在日数は７～15日、ヨーロッパ各地から週に120便のチャーターが到着する。ジャンボも着陸で

き、霧以外には滅多に欠航しない。

島の甘祁で、中心的リゾート地でもあるコス市には、イスラム少数派の住人が多い。また、壮腿

な騎士'１１の城が見守る入江の奥にあるマンドラキ港やカフェのテラス、シュロの散歩道、赤いハイ

ビスカスの花咲く公園など魅力は尽きない。

カラヴィアピーチには、質・錨ともに妓高のホテルがある。鳥の半島にある天然の海岸洲泉が素

lIi1iらしい。

Ｂ２・ニシロス島

ニシロス烏は、コス鳥と船で結ばれた人口900人、mli積401《'iの休火|l｣の島である。Ⅱ|が多く起伏

に富み、昔はロバのみが交迪手段であった。今でも地温が尚く、犬然の火山熱サウナともいえる洞

而がある。大きな２つのピークにIlllまれた'噴火'二1は、現在休火'|'となってはいるが、マグマが10～

８km位まで｣こがってきており、岐近ではｲUi曰のように地震があり、未ｲ1主あたり爆発かともいわれて

いる。火[|にはいたる所に親指人の穴があき、強い硫黄臭のする蒸気が立ちのぼっている。地卜に

は端泉があるという。また、）iIil辺にはI耐ifとクリスタルが散乱している。ホテルにある海水プール

れは簡素ではあるが、ヘルスアップ効ﾉﾉについては絶大である。

島には端硫黄泉があり、６｣]～10)三]までオープンしているiIi{浴場もある。火'|,の麓の海岸際に柵

－２９－ 
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浴施設がある。施設は1885年に設立され、1910年に改築されたものである。年１１Mの浴場使111者数は

5000人である。湯治客は平均で１人15～201三|滞在し、400人栂度が１年（ｲI111fl延べ利Ⅱ]5000人（回)）

に利用する。３２室64ベッドがあり、１１|]素ｉｌと|まり3800ドラクマ（約180011]）である。また、人湯料

(ビジター）は１回550ドラクマである。食事は原lIlI的に'二1炊だが、レストランもある。システムは

泊まって療養する方式。１２室の個室の浴梢があり、湯iiHlは自分で調節して20～25分入る。妓後は湯

が抜けたら１１}て30分llLIjの休憩をとる。入浴は１１三111Ⅱ|が良いとのこと。効能は、リウマチ、ネ'１１経病、

筋肉痛、腰痛などで、かなり濃い塩硫黄泉である。従業員６名で運営している。保険も通１１１となる

が、llMi種により異なる。

９．まとめ

あらゆる４'三物は海から誕LI1た。人類も例外ではない。現代の技術文Ⅲ1は、物質的な豊かさをも

たらしたが、|可時に人間の大切Ｍ三命力・活力・創造力を脅かしつつある。四方を海にlJl|まれた日

本の離島には、手つかずのに|然環境（海、海浜、'11、森林など）が残されている。｜=|然環境のみな

らず、人の心の温かさ、心の通じ合った人と人との絆も残っている。そのような離島の環境におい

て、人と自然、人と人との触れ合いの'二|]で人IlMの本来有している１ｺ然治癒力をひきだしてゆく。人

間が|斗然の'１｣で自らを取り戻し、他flIを創り１１}すのに1111想的な条件を有している離島で、老若yj女

||｣'１わず、誰もが「明るく、楽しく、たくましくLliきてゆく」ことが今後の重要な課題である。

これらを可能にしてゆくには、スーパーシステムである。人|Ｍ１の免疫学をはじめとするシステム

については、より詳しい研究をして健康と疾)ijjの境界伽域について、さらに解lﾘＩして単に身体的な

ⅡⅡ題ではなく、人'''1のオールラウンドな存在としてとらえてゆくことが必要であろう。

－３０－ 


